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 本論文は「日米における建築物の建設に伴うエネルギー消費量及び CO2 排出量に関する研
究」と題して、日本と米国の産業部門の内包エネルギー/CO2 原単位を算出し、日米建築産業
の比較分析をすることで日本の建築産業の内包エネルギー/CO2の特性を明らかとしている。 

















 1 章では、研究の背景と目的及び建築物の内包エネルギー/CO2 に関して、各国の既往研究
をまとめている。また、本論文で定める内包エネルギー/CO2 の建築物のライフサイクルにお
ける包括範囲を定義している。 























 7 章では本研究の結論をまとめ、今後の内包エネルギー/CO2 の研究課題について記述して
いる。 
 以上の結果、日米の建築部材の内包エネルギー/CO2原単位及びその特徴を明らかにしたこ
とで建築物の設計段階から建築物の建設時・運用時のエネルギー消費量および CO2 排出量の
予測が可能になり、建築物のライフサイクルエネルギーおよびライフサイクル CO2 の削減に
繋がることが期待される。 
 
 
 
 
 
 
